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1955 年 11 月 20H, 筆者 は 愛知 県 西加茂 施 知 投 町 平戸 橋 ( 標 高 80m ) に て オオ ヒ カゲ 2 令 幼 虫 15, 3 令 幼 虫 3 お よ 
び 2 令 頭 部 脱 湊 1 を 得 て , 本 種 の 越冬 が 放 来 知ら れ て いた 2 令 幼 虫 の ほか 3 令 で も 行なわ れる と と を 報告 し た ① 
が , その 後 の 維 察 に より さら に と これ を 確認 する と と が で きた の で , と と に その 概要 を 報告 する . 


産地 の 概要 


木曽 山 版 南端 の 丘陵 地 が 濃 尾 平野 と 接する 岐 呈 県 東 濃 地 方 か ら 愛 知 県 三河 地方 の 標高 100~600m の 低 丘 陵 地 帯 は , 

き 質 の 交 土 ( 木 節 粘土 ) や 量 災 を 今 む 第 三 紀 鮮新 層 の 湖 成 層 か ら な り , 地質 上 水分 を 保つ 性 質 が 強く , 数 多く の 混 
地 が 点 在 す る . と れ ら の 混 地 ある い は 山 賠 部 水辺 の 沼地 性 小 革 地 の 
一 部 に オオ ヒ カ ゲ が 産 す る . 











第 1 図 I 谷 あ い の 湿地 が 水田 化 さ れ 周 辺 に 
湿地 の 面影 が 残さ れ て いる ( 止 加 疫 閣 猿投 町 平 証 橋 ) 
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第 2 図 々 の オオ ヒ カ ゲ 條 村 地 ( 諾 還 市 枝 ヶ 地 ) 
低 丘 腔 に ある 水田 と 残さ れ た 小 規模 湿地 
当地 の 低 丘陵 地 に 本 種 が 産 す る と と が 知ら れ た の は 筆者 の 報告 ① 以降 の と と で , 高橋 ・ 但 谷 (1956)② に よれ ば 
1955 年 末 ま で 愛知 県 で 前 記 平 声 橋 の ほか ( 北設楽 部 段 徹 村 駒 原 , 稲武 町 黒田 ダム , 南 設 楽 著 作手 村 の 3 カ所 の 山 
地 湿 原 ( 松 高 600 一 900m) が 知ら れ て いた に すぎ な か っ た . 
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筆者 は 平戸 橋 の ほか じ 豊 田 市 宝来 (80m)O⑪, 蔽 ケ 池 (90m)⑩。 南 古瀬 間 (100m)①, 西加茂 郡 小原 村 下 仁木 
(360m)d⑩。 東 加 茂 郡 下山 村 阿 蔵 (660m)⑩, 北設楽 客 稲 武 町 中 当 (580m)② の 新 産 地 を 見 つけ , また と れ ら こ 
前 後 し て 瀬戸 市 品 野 町 定 光 寺 (160m・240m)*5, 瀬戸 市 三国 山 (480m・700m)⑨ 。 小 原村 北 (580m) が 知 
られ た . 
越 冬 態 

越冬 は 2 令 お よび 3 令 幼 虫 で 行なわ れ , 2 令 幼 虫 は や や 補 

公 を お び た 緑 公 , 半 透 明 で 体長 8.0 一 11.8 mm, 3 谷 幼虫 
は 同色 で 体長 12.0~14.2 mm で ある が , と の 数 値 は 越冬 幼 
是 の 最大 , 最小 を 示し た も の で あり , 越冬 幼 遇 は 越冬 初期 と 
後期 と で 休 長 の 差 が 苦し く , 従っ て 同時 期 に 御 察 され る 2 信 
お よび 3 谷 幼 虫 の 体長 の 差 は 数 字 は ほど で な く か な り 其 央 で 

ある (第 3 図 参照 ). 

し か し 令 数 の 確認 は 頭 部 の 長 さ に よる の が 安全 で ある . 2 
へ 下 の 角 状 突起 を 今 め た 区 部 長き は 0.90~1.22 mm,3 人 
幼虫 の 朋 状 突起 を 含め た 頭 部 長 さ は 1.80~2.18 mm を は か 
る . な お 越冬 幼虫 の 2 令 お よび 3 令 に 生態 釣 な 差異 は 認め ら 
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ャ ー レ に 入れ , 愛知 県 刈谷 市 の 目 宅 庭 に 置い て 各々 食 草 シラ スゲ で 飼育 し た 際 の 飼育 経過 で あり , 表 の よう に 12 月 





24 日 現在 2 令 幼 虫 7 頭 , 3 令 幼 虫 4 頭 が 健在 で あっ た . 


第 3 表 1963 年 に お ける 飼育 経過 














盟 化 | 脱 2 令 | 脱 度 3 信 諾 化 | 脱皮 2 合 | 品 皮 3 令 | 12.24 現 在 生存 
9. 17 | 10 10. 19 | 〇 | 9. 17 | 10. 4 | 10. 24 に 6 
9. 17 | 10. 4 | 10.8 死 | 9.77 | 10。 4 | | 12.10 項 死 
















NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 




































































ー 28 一 蝶 と 贈 TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 18.No_1&? 1967 

ーーーー ニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ーー ニニ ニニ ニー ニー に に ー。 > 
9.17 | 10. 5 | 12.10 頃 死 | 9.17 | 10. gs | O 
9.17 | 10. 5 | © 9. 18 | 11. 22 死 
9.17 | 10. 6 ーー | Oo _9.18 | 0. 6 | 中 6 
9.17 | 10. 5 10 .24 | 12.10 頃 死 | 9.18 | 10.? 10. 30 Qo 
_9.17 | 10. 5 11. 28 死 | 9.18 | 10.? 10. 24 死 
9.17 | 10. 5 10. 28 © | 9.18 | 10.16 O 
9. 17 10. 5 死 9.19 | 10. 5 10. 17 死 
9.17 | 10. 6 ーー 1 CC ET 8 | 10. 17 死 
9.17 | 10. 6 | 1. 4 死 | 5.i | 10. 2 死 
9.17 | 10. 8 oO 解 化 せ ず | | 
9.17 | 10. g 1.17 死 | - 














この よう に 同一 グル ー プ , 同 程度 の 環境 で あり な が ら 成 長 度合 の 差 が 認め られ , と くに 2 令 期 10 月 中 旬 以 降 に 著 
し か っ た . 

また 1963 年 9 月 24 日 豊田 市 連 ケ 池 に て 得 た 1 令 幼 虫 58 頭 の うち , 30 頭 を 自宅 庭 に シラ スゲ を 1 mz 程 に 密 村 
し た 場所 に 放し , 翌 1964 年 3 月 5 日 に 2 令 幼 虫 9 頭 , 3 令 幼 虫 7 頭 を 確認 し て いる . 


越 冬 時 期 

本 種 は 同じ ジャ ノ メ チ ョ ウ 科 の クロ ヒ カ ゲ モドキ や ヒメ ヒ カ ゲ の よう に 越冬 に 際 し て 体 色 変化 を 起 と きず , 越冬 
に 入る 時 期 が や や 不明 瞭 で は ある が , 筆者 は 野外 で の 観察 の 場合 に 最後 の 脱 個 に より 体 が 半 透 明 に な っ て いる か 
か に よっ て , 越冬 状態 に 入っ て いる か 越冬 状態 親 か を 一 応 の 目安 と し て 区 別 し た. 

愛知 県 加茂 郡 筐 投 町 で の 1963 年 11 月 の 最低 平均 気温 5?C, 最高 平均 気温 15*C と 比較 的 高く , 日 中 高温 時 に 摂 
食し 気 福 の 低下 こと も に 活動 を 休止 する 状態 を 繰返し な が ら , 初 久 の ある 11 月 中 一 下旬 より 越冬 状態 に 入る . 

本 種 の 越冬 状態 に 入る 時 期 は 同一 場所 に お いて も 個体 間 に か な り の 差 が あり , 12 月 に 摂 食 中 の 個体 を 稔 家 す る と 
と が あっ た . 

越 僧 より 覚め る 時 期 も 一 定 せ ず 。 早い 個体 は 3 月 中 旬 よ り , 多く は 4 月 始め より 摂 食 を 開始 し , その 地 の 桜の 開 
花 の 頃 に は すべ て 摂 食 を 始め て いる . 


生息 地 お よび 越冬 場所 

現在 の 愛知 県 で は 湿地 らし い 湿 地 は 作手 村 , 黒田 ダム , 小原 村 に 存在 する 程度 で , 何れ も 600 一 900m と 高 標高 で 
あり , 低 標高 で は 相次ぐ 湿地 の 水田 化 に より 全く 見 られ ず , 水田 の 周辺 ちる い は 低 丘陵 の 谷間 に 残さ れ た 極 く 小吉 
憶 導 地 や 砂 巡 を 含ん だ 土質 ある い は 丘陵 北側 の 傾 面 に 残さ れ た 水田 化 で き な い 小 規模 湿地 に お も か げ を 角 め る す 
ぎ な い . 

湿地 性 の 蝶 で ある 本 種 は これ ら あ る い は 水田 問 に 流れ る 排水 溝 , 谷 あい の 流れ , カン ガイ 用 に 作ら れ た 人 工 池 の 
周辺 な ど に 生え る カヤ ツリ グ サ 科 に 発生 を 繰り 返 え し て いる . 

この よう な 場所 は 随所 に み ら れ る が 当地 に お ける 木 種 の 産地 は 限ら れ 普遍 的 で は な く , また 山地 人 性 湿原 を 除い て 
規模 が 小さ いた め に 個体 数 少な く 稀 な 種 の 一 つ で ある . 

山地 性 湿原 の 場合 は 湿原 の 周辺 部 ある い は 瀧 木の下 生え に , 小 規模 湿地 で は 食 草 の 比較 的 味 な 所 の 堂 緑 性 カヤ ッ 
リグ サ 科 スゲ の 類 に 好 ん で 産卵 を 行なう . 
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本 種 の 幼虫 は 1 令 期 で は 産 付 され た 葉 の 先端 に 群がり 2 令 期 より 分 散 す る が , 越冬 前 に 遠く に 移動 する と と は な 
く , ほとん ど が 産卵 され た 株 か その 近接 の 株 に 移る 程度 で 越 委 に 入る . 

一 般 (生息 地 (に は カヤ ツリ グ サ 科 植 物 が 密生 し , また 生息 地 と し て 適当 と 思わ れる 場所 が 随所 に み ら れ る の で , 
か えっ て 越冬 幼虫 を 探し 出す の は 多く の 時 間 を 必要 と する . 


第 4 表 越冬 場所 観察 数 

幼 虫 2 令 3 令 
静止 物 | 食 章 緑 葉 | 食 章 立 枯葉 | 食 章 緑 葉 | 食 草 立 相 葉 
束 止 向上 向 | 下 向 | 上 向 | 下 向 | 上 向 | 下 向 | 上 向 | 下 向 
観察 頭数 | 107 | 22 12 | 3 30 | ュ 0 2 



































第 4 表 は 一 部 の 記録 も れ と 刺激 に より 地表 に 落下 し た 個体 を 除い た 観察 数 で ある が , と の ほか に コナ ラ の 落葉 吾 
側 に 静止 し て いた 2 令 幼 虫 1 頭 ,。 枯れ て 倒れ た ミヤ マシ ラス ゲ の 葉 裏 に 静止 し て いた 2 令 幼 虫 2 頭 , 自然 状態 で 食 
草 ( こ 不適 当 と 思わ れる ネ ザ サ の 基 に 上 向き に 静止 し て いた 2 令 幼 虫 1 頭 を 観察 し て いる . 

越冬 幼虫 の 静止 し て いる 位置 は 地表 より 1cm (地表 すれ すれ ) ~30cm で , 主 に 8cm-14cm の 間 の 食 草 葉 裏 に 
多く , その 高 さも 食 草 の 種類 ・ 密 生 具合 , 湿度 に より 比較 的 定まっ て いる . 

な お も 静止 し て いる 足場 の 吐 糸 は 強く な い が 越 冬場 所 を 移動 する と と は ほとん ど な い . 

当地 で の オオ ヒ カ ゲ の 越冬 態 は 前 記 の よう と 2 令 お よび 3 令 幼 虫 で も る が , 当地 と 隣接 する 岐阜 県 土岐 市 の 数 カ 
所 の 産地 で も 同様 で も る と と を 確認 し て いる . 

な お 末 筆 な が ら 本 小 文 を まとめ る に 当り ど ご 指導 を 頂い た 白水 隆 氏 , 種々 ど 教示 いた だ いた り 調 査 に 同行 し て いた 
だ いた 高橋 昭 ・ 田 中 蓋 ・ 深 谷 昭 広 の 諸氏 に 深謝 の 意 を 表し ます . 
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